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本論文はⅢ部構造からなり、第Ⅰ部は問題と目的（第 1, 2 章）、第Ⅱ部は実証的研


































― 2 ― 
の獲得に影響を及ぼしているという、大学生で明らかとされたことと同様の知見が短
大生にも認められることが明らかとなった。 




















― 3 ― 















































― 4 ― 
 しかしながら、これらの問題点は著者の今後の課題を明らかにするものであって、
本論文で見出された多くの新しい知見の価値を損なうものではない。よって、本論文
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